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　　　　 海産性緑藻の デン プ ン代謝に影響を及ぼす暗嫌気培養条件 の 検言・重
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　【目的 】　 我々 は光合成微生物 の エ ネル ギ
ー

変換能を利用 した炭 酸ガ ス 固定、お よび水
素生 産 シ ス テ ム を提案 して きた 。 当研究室 で 単離 した海産性緑 藻 α 漁 贋 y （劾 η o η ¢ ∫ sp．
strainilMGA 工61 （strain　MGA ユ6D は他 の緑藻 と比 較す る と高水素発生能 を有するが 、

「
それ

に反 し暗嫌気 条作下で の デ ン プ ン 分解速度は 遅 い 。今回、 5£rain 　MGA 　16正にデン プ ン 分
解促進効果 をもた らす 階嫌気培養条件を設建 し、そ の 作用 機作を解明す る検討を行 っ た。
【方法 】 st・ai・ MGA ’

161は、改変岡本培地 にお い て 25・W ／tn
・
の 光照身f下、30℃ で 、逓気

炭酸ガス 濃度 を5％ に設定 し培養を行 っ た 。 水素発生は暗嫌気条件下30℃ で譲撮 培養後、
ガス ク ロ マ トグラ フ 法で 定量 した。また 、他の 発酵産物 は 、 酵素法に よ り定星・した 。

　【結果 1］　 暗嫌気条件下、高濃度無機 リン 酸（300tnM ）を培地 申に 添加す る こ とに よ り、
通 常 の 培養条件（51nMリ ン 酸 ）に比 べ デン プ ン 分解量は増加 し、発酵産物 である t タ ノ ー
』
ル 、グ リセ ロ

ー
ル の生成 は促進 され、水 素、酢酸の 生成は逆に抑制 された 。 こ の 時 解糖系

関連酵素ヘ キ ソ キ ナーゼ 活性に有意な差が 認 め られ た 。 高濃度無 機 リ ン酸添加に お ける水
素生成の 抑制は ヒ ドロ ゲナーゼ の 阻害効果 で あ る こ とが 示唆 され た。また気相部 へ あ らか
じめ水素を添加（8％ ）して 暗嫌気条件 下に 適応 させ る と、藻体 中へ の 水 素 の 取込み が 観察
され 、デン プ ン分解促進効 果 と発酵礎物生成は高濃度無機 リン酸処理 と同様の 挙動 を示 し
た。こ れ らの 知見よ り水 素生成 はデン プン 代謝に何 らか の 影響をもた らして い る こ とが 示
唆 され た。
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培 養 温 度

』
シ フ ト に よ る ク ロ レ ラ を 用 い た 効 率 的 糖 生 産 方 法

（東 京 ガ ス
・

フ ロ ン テ
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【目 的 】　 大 気 申 の 二 酸 化 炭 素 濃 度 の 増 加 は 地 球 温 暖イヒ現 象 を 引 き 起 こ す と 言 わ れ て い る 。

ク ロ レ ラ は 光 舎 成 に よ り 二 酸 化 炭 素 を 固 定 し 、
エ ネ ル ギ ー貯 蔵 物 質 で あ る 糖 を 合 成 し、 さ

ら に 培 地 中 の 窒素 源 を 消 貲 し 尽 く す と 増 殖 が 停 止 し、 細 胞 内 に 糖 を 蓄 積 し 始 め る こ と が 知

ら れ て い る 。 本 研 究 は ク ロ レ ラ を 用 い た 穂 生 産 の 生 産 効 率 向 上 を 首的 と す る 。

肪 法 】　藻 体 に は 南 極 昭 和 基 地 で 採
「
取 さ れ た Chl ・ r ・ 11a　 vulgar ．i、　 SO−zse 用 い た ． 培 地

ie は 無 機 培 地 で あ る デ ト ？ − io
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KC1 培 地・、光 源 た は 12V −42W ハ ロ ゲ ・

ン ラ ン プ、 培 養 装 置 は 温

度 調 節機 能 付 き ロ
ー

タ リ ー シ ェ
ーガ ーを 用 ひ 、 5〜30 ℃ の 温 度 範 囲 で 培 養 温 度 を 種 々 に 変 化

さ せ・ 50e ・ 1三 角 プ ラ ス ＝ 内 で ク ・ レ ラ 培 養 を 行 っ た 。 ま た 照 度 は 20klux で 5 ％ ℃ 。

1
， 混 合

空 気 を 通 気 し な が ら 培 養 し た 。 そ の 結 果、 細 胞 内 の 糖 含 率 は 培 養 温 度 が 低 い ほ ど 高 く、 一

方 比 増 殖 速 度 は 培 養 温 度 が 高 い ほ ど 大 き い こ と を 見 い だ
’
し た 。 　こ の 特 性 を 利 用 し て 短 期 間

に よ り 多 く の 糖 を 生 産 さ せ る 培 養 方 法 を 考 え た 。 具 体 的
’
に は 培 地 中 に 窒 素 源 が 存 在 し て い

る 培 養 前 期 は 増 殖 速 度 の 大 き い 培 養 温 度 20 ℃ で 培 養 し、 培 地 中 の 窒 素 源 枯 渇 後 く培 養 後

期 ） は 糖 蓄 積 に 適 し た 培 養 温 度 1 ・4 ℃ に シ フ ト さ せ る 培 養 方 法 で あ る Q

【結 果 】　 培 養 温 度 を 20 ℃ が ら 14 ℃ ヘ シ フ ト さ せ た
・
場 合 の 単 位 時 間 あ た り の 糖 生 産 量

は 、 20 ℃ で 終 始 培 養 し た 場 合 と 比 較 し て 20 ％ 以 上 多 か う lt’e す な わ ち 培 養 温 度 を 操 作

す る こ と に よ り 糖 生 産 性 を 20 ％
’
以 上 向 上 さ ぜ る

’
こ と が で き た。
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